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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年9月20日(2012.9.20)

【公開番号】特開2010-256324(P2010-256324A)
【公開日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-045
【出願番号】特願2009-260259(P2009-260259)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｊ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０１Ｊ   3/51     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｊ   3/36    　　　　
   Ｇ０１Ｊ   3/51    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月3日(2012.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光照射手段から対象物に照射された光の反射光を分光する分光手段と、
　複数の画素を含む複数の分光センサが配列され、前記分光手段により分光された反射光
を受光する受光手段と、を有する分光特性取得装置。
【請求項２】
　前記複数の画素の数は、前記複数の分光センサの各位置における結像特性に合わせて設
定されている請求項１記載の分光特性取得装置。
【請求項３】
　前記複数の分光センサに含まれる前記画素の数は、それぞれ異なる値に設定されている
請求項１又は２記載の分光特性取得装置。
【請求項４】
　前記分光手段は、
　前記反射光を前記受光手段に結像する結像手段と、
　前記反射光を分光する複数のフィルタが配列されたフィルタアレイと、を有し、
　前記複数のフィルタは、透過波長特性の異なる複数の種類の波長別フィルタを有し、
　前記波長別フィルタは、前記複数の画素に異なる波長特性を有する光を導く請求項１乃
至３の何れか一項記載の分光特性取得装置。
【請求項５】
　前記分光手段は、複数開口部が並んだホールアレイと、
　前記ホールアレイを通過した光を前記受光手段に結像する結像手段と、
　前記結像手段で結像した光を回折する回折手段と、を有する請求項１乃至３の何れか一
項記載の分光特性取得装置。
【請求項６】
　前記対象物と前記ホールアレイの間に、第二の結像手段を有する請求項５記載の分光特
性取得装置。
【請求項７】
　前記受光手段は、不要光を遮光する不要光遮光手段を更に有する請求項５又は６記載の
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分光特性取得装置。
【請求項８】
　前記回折手段は、光が回折する方向が、光軸に垂直な面内で前記複数の画素が配列する
方向に対して、所定の角度を有するように配置されている請求項５乃至７の何れか一項記
載の分光特性取得装置。
【請求項９】
　前記所定の角度は、前記複数の画素のそれぞれの高さ及び１つの前記分光センサに含ま
れる前記画素の数と前記各画素の幅との積に基づいて規定されている請求項８記載の分光
特性取得装置。
【請求項１０】
　前記分光手段は、前記反射光を複数回の反射若しくは散乱によって均質化する均質光学
系を更に有する請求項１乃至９の何れか一項記載の分光特性取得装置。
【請求項１１】
　前記画素の高さ方向に入射する光の一部を遮光する受光高さ規定手段を更に有する請求
項１乃至１０の何れか一項記載の分光特性取得装置。
【請求項１２】
　前記複数の画素からの出力に基づいて、分光特性を推定する分光特性推定手段を更に有
する請求項１乃至１１の何れか一項記載の分光特性取得装置。
【請求項１３】
　前記複数の画素が６以上の画素である請求項１乃至１２の何れか一項記載の分光特性取
得装置。
【請求項１４】
　前記対象物上を走査する移動手段を更に有する請求項１乃至１３の何れか一項記載の分
光特性取得装置。
【請求項１５】
　画像担持媒体上に複数色で形成された画像の色を評価する画像評価装置であって、
　請求項１乃至１４の何れか一項記載の分光特性取得装置と、
　前記画像担持媒体を搬送する搬送手段と、
　前記分光特性取得装置が取得した分光特性に基づいて、前記画像の色を評価する画像評
価手段と、を有する画像評価装置。
【請求項１６】
　請求項１５記載の画像評価装置を搭載した画像形成装置。
【請求項１７】
　前記分光特性取得装置に対し画像形成装置内で相対的に移動する計測対象全面を分光計
測し、色変動量がある場合はフィードバック補正する請求項１６記載の画像形成装置。
【請求項１８】
　分光手段によって、光照射手段から対象物に照射された光の反射光を分光する分光工程
と、
　複数の画素を含む複数の分光センサが配列される受光手段によって、前記分光工程によ
り分光された反射光を受光する受光工程と、を有する分光特性取得方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本分光特性取得装置は、光照射手段から対象物に照射された光の反射光を分光する分光
手段と、複数の画素を含む複数の分光センサが配列され、前記分光手段により分光された
反射光を受光する受光手段と、を有することを要件とする。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本分光特性取得方法は、分光手段によって、光照射手段から対象物に照射された光の反
射光を分光する分光工程と、複数の画素を含む複数の分光センサが配列される受光手段に
よって、前記分光工程により分光された反射光を受光する受光工程と、を有することを要
件とする。
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